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今日も視界良好 vol.038

新型コロナがもたらした「気付き」
　皆さん、こんにちは。フラッグシップ経営代表、中小企業診断士の長尾です。 新型コロナの感染拡大はピークアウトしたと見られ、
緊急事態宣言は解除されました。今後は第二波、第三波の脅威に注意しながら、徐々に経済活動を再開させていかなくてはなりませ
ん。 しかし、今後も多くの懸念材料があります。帝国データバンクの見通しでは今年の倒産件数は 1万件、倒産はしないが休業や廃
業に追い込まれる事業者の件数は 2万５千件にのぼるとのこと。この見通しが現実になると失業者はリーマンショック後の１００万
人を上回り、２５０万人とも３００万人にも上ると予想されています。
　ただ、悲観ばかりもしていられません。経営も人生も続く以上は目の前の壁を越えていかなければならないのですから。私は考え方によって
はチャンスだと思っています。なぜなら、この新型コロナは多くの「気付き」を与えてくれたからです。例えば、これまでの売上やお客様の存
在は決して当たり前ではく、雇用が守られ、働きに行く場所があるのも当たり前ではなかったということを気付かせてくれました。
　すこし脱線しますが、新型コロナの影響ががあろうとなかろうと３０年間生き残る企業は１,０００社に２社しかありません。９９８社は消滅
するのです。消滅する要因のほとんどが時代の変化や顧客のニーズの変化に「気付かなかった」ことだというデータもあります。これまでは変
化を嫌い、新しい取り組みを否定し、今日も明日もお客様が来店されるはずだと思い込んでいたこともあったかもしれません。「なんとなるだろ
う」と慢心があったかもしれません。会社が３０年続かない理由はそこにあると思います。
　話を戻します。新型コロナウイルスは確かに甚大なダメージを我々に与えましたが、2カ月という極めて短い期間で経済環境を劇的に変化させ
たために我々も「変化に対応しなければならない」と気付くことができたのは不幸中の幸いです。恐ろしいのは何年もかけて変化している事象に
気づかないことです。その上で、今後重要になるのは緊急事態宣言中に何とか知恵を出して生き残ろうとした姿勢を継続することです。
　全てが当たり前と思わず時代のニーズや変化に合わせて対応できるよう、危機感と好奇心を持って経営に臨みたいものです。
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新型コロナウイルスの感染拡大によって　資金繰りが改善！？

「新しい時代」への対応

　「ゲンタロール」（税込 1,400 円）＜パティシエ ゲンタロウ（兵庫県小野市）＞
私の実家近所にある洋菓子店の看板商品です。スポンジはふんわりと柔らかく、クリームは生クリームとカスタード
がバランスよく配分されています。甘すぎず、ついつい食べ過ぎてしまうくらいおいしいロールケーキです。
月替わりのロールケーキもあるので、お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください。
ロールケーキ型の建物が目印です！

事務担当　松野あやか

もらって嬉しい！－イチオシの一品－ 中小企業診断士　木戸　貴也

　こんにちは、事務員の松野です。大阪でも緊急事態宣言が解除され、飲食店や百貨店なども時短ではありますが営業を再開し、少しずつ通常
に戻りつつあります。緊急事態宣言や自粛期間中に、新聞を読む機会がいつもより多く、私は特に新型コロナ感染拡大がもたらした「変化」に
関する記事が気になりました。
例えば、新型コロナの感染拡大をきっかけにインターネットバンキングの利用者が急増し、「ハンコ文化」が根強かった金融取引でも電子契約
サービスの利用者も前年同月比で 8割も増えているとのことです。そのことは一例に過ぎませんが、経済や教育の環境、働き方などの社会構造
上の変化も自分ごとと捉え、これまでの「やり方」を変えていかないといけないと感じました。
　大袈裟かもしれませんが「新しい時代」に対応しなければならないと考えています。私の場合は、自粛期間にもう一度自分自身と向き合い、
これからの人生や勉強などの自己啓発に取り組んでいましたが、今後も継続していこうと思います。
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　新型コロナの感染拡大による影響で資金繰りが悪化するケースというのは皆様も想像できると思いますが、
資金繰りが改善されたというのはどういう事でしょうか。当社の支援先の話ですが新型コロナの感染拡大が
発生する以前から業績や財務状態が悪く、常に資金繰りが脆弱でした。
　当社が経営改善計画を策定した上でリスケジュール（通常の返済額を０もしくは減額に変更する）などの
金融支援を取り付けているため資金ショートは回避できていますが、いずれにしても新規の融資を受けること
はできない状況でした。
　しかし、新型コロナの感染拡大で政府が次から次に金融支援策を打ち出したおかげで、本来ならば新規の融
資を受けることができない企業が融資を受けることができたのです。それも 1件や 2件ではないのです。
新型コロナの感染拡大による影響で業績が下がり、今後ますます資金繰りが悪化するはずが、政府主導の審査が非常に緩い制度のおかげで融
資を受けることができ、その結果資金繰りが改善されたのです。ですが油断は禁物です。借入金が増加したことに変わりはありませんので、
速やかに業績を改善させなければこの先もっと深刻な状態になる可能性もあります。資金調達はドーピングみたいなもので瞬間的には楽になり
ますが、その効果が切れた時が大変ですから事業者の皆様もそこはしっかりと意識をしていただければと思います。


